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後期オリエンテーション

編入学個別プログラム［1年次］
（全10回）

プログラム実施スケジュール

編入学希望学生対象

個別プログラム説明会

編入学希望調査

編入学個別プログラム［2年次］
（全5回）

編入学試験説明会
（入試課）

編入学試験
（Ⅰ期～Ⅲ期）

入学検定料30,000円免除
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プログラム全15回のうち
10回以上受講し、

四国大学へ編入学した者に

奨励金200,000円を給付

●編入学試験

四国大学／四国大学短期大学部
〒771-1192 徳島市応神町古川字戎子野123-1
https://www.shikoku-u.ac.jp

教育・学生支援部 教育支援課
TEL.088-665-9922
FAX.088-665-9932

「四国大学学内編入学支援プログラム」の詳細については、各
学科・専攻の主任にお問い合わせください。
また、四国大学HPにも掲載していますのでご覧ください。

●募集学科および募集人員（※3年次編入）

生活科学部

経営情報学部

2名

2名

2名

6名

6名

2名

5名

7名

学部

日本文学科

書道文化学科

国際文化学科

経営情報学科

メディア情報学科

人間生活科学科

健康栄養学科

児童学科

学科・課程 募集人員

文　学　部

のプログラムは、
短期大学部と大学の教員が共同で実施します。

●入試日程
2024年度（令和6年度）編入学試験の入試日程については、
2023年6月頃に公表されます。
※その他、編入学試験については、「編入学試験要項」を
ご確認ください。

●選考方法
提出書類、専門に関する筆記試験・小論文・実技、面接を総
合的に審査し、合格者を決定します。
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四国大学短期大学部では、
短期大学部での学びを深化させたい、
さらに上位の資格取得を目指したい…
という学生の進学をサポートするため、
「四国大学学内編入学支援プログラム」を
実施しています。

編入学後、短期大学
部で修得した単位が
大学での修得単位と
して認められます。

「短期大学士」の学位
に加え、「学士」の学
位が取得できます。

短期大学部の2年間
と大学の2年間、
計4年間で卒業が
可能です。

より高いレベルの免
許・資格が取得で
き、キャリアアップが
図れます。

編入学希望学生用
個別プログラム

履修指導および
編入学単位
認定制度

編入学生に対する
経済的支援

［大学編入のメリット］

［編入学支援体制］ 対象の学科・専攻：四国大学短期大学部のすべての学科・専攻

編入学とは、短期大学部を

卒業見込みの者が、

四年制大学の3年次に

入学する制度です。

［編入学とは…］

四国大学
学内編入学
支援プログラム

短期大学部での教育と大学での教育がスムーズに接続できるよう、
それぞれの教員が連携し「個別プログラム」を実施します。
●学生一人ひとりの進路希望に応じた「個別プログラム」を作成し、編入学をサポートします。
●「個別プログラム」は、1年次後期に10回、2年次前期に5回実施します。

●履修指導
所属学科・専攻の教員と編入を希望する大学の教員が、
編入学が円滑に進むように履修指導を行います。

●単位認定制度
短期大学部在学中に修得した単位を大学に編入後、卒業するために必要な単位として
70単位を限度に全学共通科目・専門科目の単位として認定することができます。

個別プログラムの受講者には次のような支援制度を設け、編入学を支援します。

●個別プログラム受講者が編入学試験を受験する際の入学検定料 30,000円を免除
●個別プログラム受講者で、「編入学個別プログラム」全15回中10回以上受講し、
　四国大学へ編入学した者に奨励金 200,000円を給付
なお、本学では四国大学短期大学部から四国大学へ編入した場合、入学金140,000円を免除する制度を設けています。

学部紹介
文学部
文学部では、「言葉」を中心にそこから見えてくる文化や歴史、そして人間について探究します。
日本語や英語で適確に、そして豊かに表現するためのスキルを磨くだけでなく、その意義や本質
的な部分を学ぶことにより、大学院への進学や日本語教員の道も拓けます。
また、3年次からは、ゼミなど少人数で展開する授業もたくさんあり、ここで培った表現力・コミュ
ニケーション能力・語学力により就業に繋げていきます。

日本文学科
文章表現力を高めるため、文章作法を基礎
から学習します。さらに各時代の日本文学や
日本の歴史・文化についての専門知識を身
につけ、自分が興味関心を持つ分野につい
て深く学ぶことができます。また、地元徳島
の文学や歴史を学ぶことで地域の魅力を再
発見したり、小説や詩歌の創作により自己
表現力を高めたりすることも可能です。

書道文化学科
漢字の五書体・仮名・漢字仮名交じり
書・篆刻などの細かい表現技術を磨き、
デザイン書道・アート書道・グローバル書
道などの新分野にも取り組みます。また、
展示活動や書道科指導法の授業を通じ
て社会と繋がる訓練をし、書家や書道指
導者として活躍したり、各種企業で書を活
かす能力を高めます。

国際文化学科
生きた英語のコミュニケーション能力を身に
つけるため、ネイティブの教員による多彩な
授業をはじめ英語文化圏の文化や文学な
ど、それぞれの興味・関心や卒業研究の
テーマを考えてゼミを選択し、自身の専門性
を高めます。また、英検やTOEICなどの資
格試験のスコアアップを目指したり、JALと
の連携による授業を受けることもできます。
留学生との交流イベントへの参加や海外の
姉妹大学へ短期留学も可能です。

生活科学部
生活科学部は、私たちの「生活」をフィールドに科学的・専門的に研究、制作、実践する学部です。
公認心理師や養護教諭、アートやファッションなどのデザインをはじめ、管理栄養士、保育所や幼稚園、小学校教員に関することなど
多様な分野を学ぶことができます。各学科とも、編入生でも取得可能な免許・資格があり、就職にも繋がります。

人間生活科学科
教育現場や企業・社会で必要となる知識と技術を身につ
け、消費者教育をはじめとする生活全般の諸課題を解決し、
地域社会に貢献する人を育てます。さらに3コースそれぞれ
の特性を活かしたカリキュラムで、より専門性を高めます。

●公認心理師コース
指定科目を履修し、大学院を修了すると公認心理師国家
試験受験資格が得られます。

●心理・養護コース
養護保健に関する専門知識を身につけ、学校現場で教
育に携わる力を育てます。
（養護教諭を目指したい人は、事前にご相談ください。）

●デザインコース
多様な生活文化とデザインに関する専門知識を身につ
け、質の高い生活を創造する力を育てます。

健康栄養学科
食を通じて人々の健康の保持増進を
探求し、地域や社会に貢献できる高
度な専門知識と技術を持つ管理栄養
士を養成します。社会からの多様な
ニーズに対応できる専門性を追求す
るため、「栄養マネジメント」・「スポー
ツ栄養」・「フードデザイン」の3つの
コースを配置しています。編入後はこ
れらのコースで特色ある学びを深める
ことができ、さらに短期大学部で栄養
士免許を取得している人は、通常2年
間で管理栄養士国家試験受験資格
が得られます。多くの卒業生が食のス
ペシャリストとして活躍しています。

児童学科
豊かな人間性と実践的指導力を備
え、子どもたちの発達に携わること
ができるスペシャリストを育てます。
充実したカリキュラムで「理論」を学
び、ボランティア活動や実習などで
実際に子どもたちと触れ合うことに
より「実践力」を養います。保育士
資格、幼稚園教諭一種免許状、小
学校教諭一種免許状、学校図書
館司書教諭資格などの取得も可能
です。学科独自の就職対策を展開
し、多くの卒業生が地方公務員試
験に現役合格しています。

経営情報学部
経営情報学部では、地域と連携した人材の育成と「夢実現ロードマップ」を中心とした面倒見の良い教育支援を行っています。
企業の社長を講師に招いての「経営者論」やインターンシップなどの実践的なキャリア教育のプログラムにより、企業や地域を支えるための
経営・情報に関する専門性を高めます。
そして、社会とのさまざまな関わりを通じて「地域が求める人材」として成長することにより、企業等へ就職後、即戦力として活躍できます。

経営情報学科
経営情報学科では、企業や地域社会で役立つ実践的なビジネススキルが身
につけられるよう４つのコースを設けています。

●ビジネス経営コース
地域の産業界と連携し、社会で即戦力となる問題解決型ビジネスパーソン
を育てます。

●流通マネジメントコース
商品とサービスを企画し、顧客に提供できるクリエイティブな人を育てます。

●公共・地域経営コース
政策の企画・立案や公共経営の在り方を学ぶことで、地域に貢献できる人
を育てます。

●スポーツビジネスコース
スポーツを経営の面から学び、スポーツビジネスで活躍できる人を育てます。

メディア情報学科
メディア情報学科では、AI応用人材育成プログラムなど、社
会で求められる“情報発信”のスキルを極める3つのコースを
設けています。

●ｅビジネスコース
Webマーケティングの手法を身につけ、地域ビジネスを支
える人を育てます。

●メディアデザインコース
各媒体に応じた効果的なコンテンツ制作を学びPR戦略を
主導できる人を育てます。

●情報システムコース
ICTの基礎を学び情報システムの開発や活用ができる人
を育てます。


